
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 固相抽出、液液抽出を用いた PFOS・PFOA分析法の検討 
学会名 第 12 回 全国環境協議会 東海・近畿・北陸支部 近畿ブロック有害化

学物質部会 
発表者名 小川 綾子 （環境部） 

開催場所 奈良県保健環境研究センター 
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発表内容  固相抽出法により、環境水中の PFOS・PFOA 濃度を測定した結果、
PFOS 回収率は概ね 100％と良好な結果が得られた。しかし一部の河川で
は固相抽出または LC/MS カラムでの分離・精製が十分でなく、定量およ
び確認イオンと同じ質量を持つ夾雑物質による増感効果が認められたた

め、PFOAの回収率が 150％前後と高くなった。 
 そこでこの問題を解消するために、液液抽出を用いてより良い前処理操

作の検討を行った。酢酸エチルを用いて液液抽出を行い、県内河川の

PFOS・PFOA の測定を行なったところ、PFOS・PFOA ともに回収率が
概ね 100％と良好な結果が得られ、環境水中の PFOS・PFOAの前処理法
として、酢酸エチルによる液液抽出が有用であることが示唆された。 
 

 


